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消
防
団
員
の
弔
慰
金
に
関
す
る
質
問
主
意
書

財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
に
よ
る
と
、
東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
、
大
津
波
が
押
し
寄
せ
て
く
る
中
、
正
業
を
持
ち
つ
つ
崇

高
な
る
愛
郷
心
に
起
ち
、
防
潮
堤
の
水
門
閉
鎖
や
住
民
の
避
難
誘
導
に
当
た
り
死
亡
・
行
方
不
明
と
な
っ
た
消
防
団
員
の
遺
族

に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
「
消
防
団
員
福
祉
共
済
に
お
け
る
弔
慰
金
」
が
、
準
備
金
不
足
に
よ
り
大
幅
減
額
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。
同
共
済
は
、
本
年
三
月
末
現
在
、
約
八
十
八
万
人
が
加
入
し
、
平
成
二
十
一
年
ま
で
の
十
年
間
に
お
い
て
、

公
務
中
に
死
亡
し
た
消
防
団
員
は
年
平
均
七
・
六
人
と
聞
く
が
、
今
回
の
震
災
を
受
け
て
死
亡
・
行
方
不
明
と
な
っ
た
団
員
計

二
百
四
十
九
人
の
約
九
割
が
公
務
中
と
認
定
さ
れ
る
見
込
み
と
な
り
、
規
定
額
は
一
律
二
千
七
百
万
円
だ
っ
た
が
、
千
百
万
円

し
か
支
給
で
き
な
く
な
る
。

全
消
防
団
員
の
約
七
割
は
被
雇
用
者
で
あ
る
が
、
そ
の
処
遇
に
つ
い
て
、
報
酬
額
は
年
間
数
万
円
程
度
、
出
動
手
当
約
三
千

円
な
ど
自
治
体
が
普
通
交
付
税
に
算
入
し
支
給
さ
れ
、
そ
の
可
処
分
所
得
は
極
め
て
少
額
に
な
る
た
め
、
小
さ
な
掛
け
金
で
大

き
な
補
償
が
受
け
ら
れ
る
同
共
済
に
殆
ど
の
団
員
が
加
入
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

平
成
十
九
年
三
月
能
登
半
島
地
震
、
同
年
七
月
新
潟
県
中
越
沖
地
震
、
さ
ら
に
翌
年
六
月
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
が
発
生
し

た
直
後
の
自
公
政
権
時
に
お
い
て
、
政
府
・
与
党
会
議
及
び
経
済
対
策
閣
僚
会
議
合
同
会
議
で
「
安
心
実
現
の
た
め
の
緊
急
総

一



合
対
策
」
が
打
ち
出
さ
れ
、
第
二
の
目
標
と
し
て
「
持
続
可
能
社
会
」
へ
の
変
革
加
速
の
事
項
で
防
災
対
策
の
推
進
は
、
と
り

わ
け
消
防
団
の
重
要
性
が
避
け
て
は
通
れ
ぬ
こ
と
を
位
置
付
け
た
。

今
回
弔
慰
金
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
遺
児
の
進
学
や
親
の
介
護
な
ど
が
困
難
に
な
り
、
国
と
し
て
平
素
の
感
謝
は
も

と
よ
り
遺
族
の
生
活
な
ど
福
利
厚
生
面
で
の
長
期
的
な
支
援
強
化
を
早
急
に
図
る
べ
き
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

今
回
の
大
津
波
で
公
務
中
に
死
亡
し
た
消
防
団
員
の
遺
族
に
支
払
わ
れ
る
消
防
団
員
福
祉
共
済
の
弔
慰
金
が
、
資
金
不
足

に
よ
り
減
額
支
給
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

消
防
団
員
の
処
遇
に
つ
い
て
、
報
酬
額
は
年
間
数
万
円
程
度
、
出
動
手
当
約
三
千
円
な
ど
自
治
体
が
普
通
交
付
税
に
算
入

し
、
そ
の
可
処
分
所
得
は
極
め
て
少
額
に
な
る
た
め
、
小
さ
な
掛
け
金
で
大
き
な
補
償
が
受
け
ら
れ
る
同
共
済
に
殆
ど
の
団

員
が
加
入
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

二
に
関
連
し
、
財
政
力
の
弱
い
自
治
体
な
ど
は
防
災
関
係
の
財
源
は
限
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
な
ど
に
見
ら
れ
る
建
築
物
所
有

者
に
災
害
保
険
加
入
を
義
務
化
し
、
保
険
料
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
自
動
的
に
消
防
団
基
金
に
入
れ
、
消
防
団
維
持
費
の
平
均
四

割
を
占
め
、
残
り
を
自
治
体
が
拠
出
と
い
う
制
度
も
考
え
ら
れ
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二



四

一
及
び
二
に
関
連
し
、
現
行
の
消
防
団
員
福
祉
共
済
は
、
平
時
に
お
い
て
の
補
償
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
共
済
を
信
じ
て
掛

け
金
を
支
払
い
続
け
た
団
員
に
、
い
ざ
大
災
害
を
受
け
死
亡
・
行
方
不
明
と
な
っ
て
も
全
額
補
償
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

一
〜
四
に
関
連
し
、
現
在
の
共
済
の
仕
組
み
が
、
今
回
の
大
津
波
に
全
く
機
能
し
な
か
っ
た
欠
点
な
ど
を
精
査
し
、
消
防

団
員
が
平
時
、
非
常
時
を
問
わ
ず
安
心
し
て
公
務
に
専
念
で
き
る
よ
う
万
全
の
態
勢
が
必
要
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解

如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


